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葉報

2004 (平成16)年度の大学院文学研究科英文学専攻(博士前期・後期課程)

の動向を報告します。

行事

2004年 4月 平成16年度入学式(入学者:前期課程4名、後期課程 1名)

入学者

博士前期課程

中本有香

中山美香

東千代子

福田泰子

博士後期課程

本学文学部英文学科卒業 (英文学領域)

向上 (英語学領域)

向上 (英文学領域)

向上 (米文学領域)

出口(岡)典子本学大学院文学研究科博士前期課程修了

(英文学領域)

2004年 7月 大学院博士前期課程学内推薦入試

2004年 9月 平成17年度大学院入学試験(秋季)博士前期課程

2004年11月 (英文学会2004年度大会)

2004年12月 修士論文中間報告会

2005年 1月 博士論文公開審査会
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2005年 2月 平成17年度大学院入学試験(春季)博士前・後期課程

2005年 3月 平成16年度学位記授与式 (前期課程修了者 2名)

前期課程修了者および修士論文題目

坂田史絵 TheUnreliable Narrators of u;匂theringHeighお:

Their Use and Deconstruction. 

高島沢子 A Study of Polysemy in Some English Com-

pounds. 

博士後期課程修了者および博士論文題目

江藤あさじ 『失楽園』 における神の創造 「摂理の正しき

を証せんがために」一

(江藤さんは博士後期課程英文学専攻で初めての博士(文学)

の学位を取得されました。)

京都女子大学大学院文学研究科研究紀要『英語英米文学論輯』

4号刊行
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前期課程授業科目一覧 (2004年度)

者

有馬道子教授

有馬道子教授

森 晴秀教授

武田美保子教授

加藤文彦教授

桧原美恵教授

辻 裕子教授

武田美保子教授

加藤文彦教授

加藤文彦教授

鴨川卓博教授

舟阪洋子教授

喜志哲雄講師(集中講義)

有馬道子教授

高橋勝忠教授

吉村宏一教授

鴨川車博教授

舟阪洋子教授

辻 裕子教授
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授業科目

英語学特論 A

英語学特論 B

英文学特論 1B 

英文学特論 2A 

英文学特論 2B 

米文学特論 2A 

英 文 学 演習 1A 

英文学演習 1B 

英 文 学 演習 2B 

英文学演習 3A 

米 文 学 演習 1A 

米文学演習 1B 

英米演劇特論

文化記号論特論

対照言語学特論

英語文献読解演習A

英語文献読解演習B
英語表現演習 A

英語表現演習 B
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後期課程授業科目一覧 (2004年度)

者

森 晴秀教授

有馬道子教授

辻 裕子教授

武田美保子教授

加藤文彦教授

鴨川卓博教授

桧原美恵教授

森 晴秀教授

有馬道子教授

辻 裕子教授

加藤文彦教授

鴨川卓博教授

当担期間

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

年学
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授業科目

文体論特殊研究

英語学特殊研究

英文学特殊研究 I

英文学特殊研究 II

英文学特殊研究 III

米文学特殊研究 I

米文学特殊研究 III

研究指導
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編集後記

大学院紀要英文学専攻分冊 『英語英米文学論輯』 第 4号をお届けします。

投稿された院生に感謝する。この号からは ISSNナンバーも取得して学術雑

誌としての位置づけも確保した。

英文学専攻から博士(文学)の学位取得者が誕生したことを、この号で報

告することができることを喜びたい。博士後期課程は、所定の単位を取得し

たうえで¥学位(博士)論文ができ、その審査および最終試験に合格して初

めて修了することができるコースである。それに至るにはいくつかの関門が

あるが、自己の問題意識を論文の形で発表、学界の批判を受けながら独自の

研究を深め発展させる努力の積み重ねが一番重要なものであろう。本誌がそ

の役割の一部を担っている訳で、院生諸君の一層の努力を期待する。

本号も、創刊以来の方針に従って、すべての投稿論文を外部の権威者を含

む査読委員による審査に付した。査読委員は次のとおりである。

亀井俊介(東京大学名誉教授、岐阜女子大学教授)

喜志哲雄(京都大学名誉教授)

森 晴秀(本学教授)

辻 裕子(本学教授)

鴨川 卓博(本学教授、大学院紀要編集連絡委員)

執筆者紹介(掲載順)

江藤あさじ(大学院特別研修者、英文学領域)

末森 恵子(博士後期課程 3回生、英文学領域)

中田 智子(大学院特別研修者、英文学領域)

山本佳寿(博士後期課程2回生、英文学領域)

木村仁美(博士後期課程2回生、米文学領域)

創刊号以来本誌の編集を通じて、この専攻の発展に関わることができたこ

とを感謝するとともに、本誌とこの専攻が一層発展することを祈る。

05 : 03 : 15 大学院紀要編集連絡委員
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